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通期決算｜サマリー

最高業績を更新

営業利益・経常利益は1Qの金融の遅れが響き未達も、最終利益は達成

結論と要約

（億円）
FY16

実績

FY17

業績予想

FY17

実績
対前年 対予想

売上高 1,350 1,450 1,542 +14.2％ +6.4％

営業利益 170.1 190.0 176.4 +3.7％ ▲7.1％

経常利益 166.8 185.0 173.1 +3.8％ ▲6.4％

最終利益 72.3 80.0 80.3 +11.0％ +0.4％
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営業利益 176.4億、対前年+6.2億（同 3.7%増）

金融の遅れあるも、インフラ好調により増益

通期決算｜営業利益増減（対前年）
結論と要約

+18.9

▲14.3

170.1
176.4

+6.9

インフラ

VC

+0.6 ▲3.1

モバイル
広告・

メディア

金融

その他

▲2.7

▲2.3

FY16
（1-12月）

FY17
（1-12月）

売上修正

（億円）
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営業利益 56.5億、対前年+16.1億（同 40.1%増）

四半期最高業績更新

インフラ大幅増に加え、仮想通貨交換事業のGMOコインも黒字貢献

第4四半期決算（10-12月）｜営業利益増減（対前年）
結論と要約

+8.6

40.3

56.5

+3.3

インフラ

金融

+3.3

VC

その他 モバイル広告・
メディア

Q4’16
（10-12月）

Q4’17
（10-12月）

（億円） +0.4 +0.3 +0.0

ドメイン 一時売上
minne広告費増

+2.2
▲1.8
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通期決算（1-12月）｜各セグメントの状況（対前年）
結論と要約

ネット
インフラ

売 上 847.2億 （+29.5％）

営業利益 84.9億 （+28.7％）

大幅増収増益で最高業績更新

ネット
金融

売 上 271.2億 （▲0.8％）

営業利益 81.7億 （▲14.9％）

1Qの出遅れあるも、FX収益率の改善・仮想通貨で挽回

ネット
広告・メディア

売 上 440.7億 （▲0.2％）

営業利益 9.7億 （▲24.5％）

新旧商材の端境期。レギュレーション変更も逆風

モバイル
エンターテイメント

売 上 8.9億 （▲58.2％）

営業利益 ▲4.3億 （前期は▲4.9億）

組織再編を実施、コスト最適化と事業への集中を両立



7

通期決算｜業績推移
結論と要約

1,542

1,263
1,350

2013 2015 20172014 2016 2013 2015 20172014 2016

売上高 営業利益

937

1,093

271

440

847
654

441

273

176

148

170

110
129

81

▲4

9

84

▲4

65

12

96

対前年 14.2%増 同 3.7%増

（億円） （億円）

6

その他
VC
モバイル
金融
広告・メディア
インフラ
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対前年

19.1％増収

40.1％増益

四半期
最高業績更新

四半期業績推移
通期決算概要

売上

営業利益

（億円）

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4

56.5

44.9
40.3

27.2

Q1 Q2

418

351
380

315

Q3
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セグメント別四半期売上推移
通期決算概要

（億円）

234

78

107

210

176
148

107

111
103

68

67

67

その他
インキュベーション
モバイルエンターテイメント
ネット金融
ネット広告・メディア
ネットインフラ

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3

418

351
380

315
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セグメント別四半期利益推移
通期決算概要

（億円）

25.1

25.7

▲1.2

2.3

56.5

40.3

▲1.2

16.5

22.3

2.0

44.9

▲1.1

20.2

21.0

2.8

27.2

▲4.6

9.6

21.9

1.5

その他
インキュベーション
モバイルエンターテイメント
ネット金融
ネット広告・メディア
ネットインフラ

3.8

1.8

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3



12

(億円) 2016年 2017年 増減 補足

売上高 1,350.2 1,542.5 14.2%

売上総利益 682.4 759.2 11.2%

営業利益 170.1 176.4 3.7%

（営業利益率） 12.6% 11.4% -1.2pt

営業外損益 -3.3 -3.2 -

経常利益 166.8 173.1 3.8%

特別損益 1.3 -11.9 -

税前利益 168.2 161.2 -4.2%

法人税等 64.5 40.4 -37.3%

親会社株主に

帰属する純利益
72.3 80.3 11.0%

PLサマリー
通期決算概要

(17年)インシデント関連 ▲2.7億
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通期決算概要

BSサマリー

(億円)
2016年

12月末

2017年

12月末
増減

GMO FH

(2017年12月末)
増減

流動資産 5,539 6,772 22.3% 5,198 16.4%

現金預金 902 1,190 31.8% 365 -1.8%

固定資産 349 420 20.4% 57 17.0%

のれん 38 23 -40.1% 7 -

ソフトウェア 43 51 18.8% 14 18.5%

投資有価証券 78 77 -1.7% 13 -11.2%

資産合計 5,888 7,192 22.2% 5,255 16.4%

負債 5,226 6,449 23.4% 4,937 16.5%

有利子負債 715 1,126 57.5% 603 10.3%

純資産 661 743 12.4% 317 14.7%

非支配株主持分 265 305 15.1% 7 -

自己資本 395 436 10.6% 310 12.0%

利益剰余金 333 381 14.4% 271 12.2%

(自己資本比率) 6.7% 6.1% -0.6pt 5.9% -0.2pt

負債・純資産合計 5,888 7,192 22.2% 5,255 16.4%
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CFサマリー
通期決算概要

（億円）

財務キャッシュフロー

現金同等物の増減額

2016年

+31.1

▲112.0

+237.4

+151.9

+54.8

▲132.1

+350.7

+276.9

営業キャッシュフロー

投資キャッシュフロー

2017年

現金同等物の期末残高 901.2 1,178.1

GMO FH
（1-12月）

▲18.8

▲12.4

+13.7

▲16.8

355.2

有形・無形固定資産の
取得 ▲110億
（うち、マイニング事業の

投資▲77億）

マイニング事業支出 ▲7億
法人税等の支払 ▲62億

主な変動要因

有利子負債増：+411億
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コード 銘柄名 市場
時価総額
（億円）

持分比率
持分相当額
（億円）

9449 GMOインターネット 東証1部 1,940

3769 GMOペイメントゲートウェイ 東証1部 3,232 51.6％ 1,667

7177 GMOフィナンシャルHD 東証JQS 808 80.7％ 652

3788 GMOクラウド 東証1部 237 51.8% 122

3633 GMOペパボ 東証JQS 90 64.1％ 57

4784 GMOアドパートナーズ 東証JQS 81 54.9％ 44

6180 GMOメディア マザーズ 48 65.4% 31

3695 GMOリサーチ マザーズ 32 53.7% 17

6026 GMO TECH マザーズ 32 54.1% 17

グループ合計 6,500 2,607

上場グループ会社 時価総額・持分相当額

※1：時価総額は2/8時点、※2：持分比率は間接保有分を含む、※3：単純合算

※1 ※2

※3

グループ概況
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事業領域
グループ概況

※売上比率はセグメント間取引消去前の数値で算出
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グループの強み（技術力）
グループ概況

全商材内製化
販売・サポート
全てを自社提供

顧客満足度No.1

5,156

44.2％45.5％

5,316パートナー数（人）
エンジニア比率

5,278

44.6％

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3
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決 済

セキュリティ
（SSL）

クラウド・ホスティング

ドメイン・レジストラ
圧倒的

１位

圧倒的

１位

１位

１位

EC支援１位

導入店舗数 8.6万

有料店舗数7.5万

証明書105.5％増

国内gTLDシェア88.6％

国内
ホスティングシェア55.6％

事業構成

全インフラ商材で「ナンバーワン」

インターネットインフラ事業

※1：当社調べ ※2：ICANN調べ ※3：Webhosting.info調べ ※４：10-12月期対前年国内発行枚数増加率

※2

※3

ドメイン・レジストリ
圧倒的

１位
ブランドTLD（企業名等）
国内新gTLDシェア81.7％

※1

※4
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決済・アクセスが好調

通期業績推移
インターネットインフラ事業

84.9

65.9

47.9

847

554

654

売上：対前年 29.5％増

ドメイン

クラウド
ホスティング

EC支援

セキュリティ

決済

アクセス

381
461

43.1

52.8243

52

88

140

81

183

その他

78

138

81

49

133

134

高粗利商材が牽引

minne広告増（10.7億→11.8億）
こなし最高益を大きく更新

営業利益：同 28.7％増
（億円） （億円）

2013 2015 20172014 2016 2013 2015 20172014 2016
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対前年

32.7％増収

52.6％増益
売上

営業利益

四半期業績推移
インターネットインフラ事業

25.1

20.2
16.5

（億円）

3.7

1.9

1.9

※オレンジ色は戦略投資など

234

210

176

9.6

5.8

148

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3

ドメイン一時売上 +2.2
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過去最高

234億

セグメント別四半期売上推移
インターネットインフラ事業

その他
アクセス
決済
セキュリティ
EC支援
クラウド・ホスティング
ドメイン

73

14

24

35

2119

35

22

12

42

36

20

34

21

12

59

（億円）

52

47

17

35

11

26

29

18

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3

234

210

176

148
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対前年

2.4％増

892万件

871

契約件数
インターネットインフラ事業

892
843

（万件）

※

※minneのKPI含まず

756

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3
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「.shop」｜契約件数と更新率

7.1

51.2

2016

Q3 Q4 Q1

2017

Q3

33.0

Q2

※2

新gTLDのTOP10入り

累計50万件突破

＜開始24時間実績＞
商標：申請件数 No.1
先行：申請料売上 No.1
一般：登録件数 No.1

インターネットインフラ事業

Q4

1位：.xyz 233万件

2位：.loan 227
3位：.top 197
4位：.club 128
5位：.vip 90
6位：.win 76
7位：.online 76
8位：.wang 62
9位：.site 53

10位：.shop 51

＜新gTLD登録数ランキング＞

更新率66.2％

※1

※1：https://ntldstats.com/tld/ より
※2：9-11月の平均更新率

（万件）
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通期業績推移
インターネット金融事業

81.7

96.1

62.4

271
298

273

214
229

96.6

47.7

売上：対前年 0.8％減

FX取引高減も、収益率は改善 Brexitがあった前年からは減益

仮想通貨交換事業のGMOコイン
黒字化

営業利益：同 14.9％減
（億円） （億円）

2013 2015 20172014 2016 2013 2015 20172014 2016
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対前年

15.5％増収

15.0％増益

6867

四半期業績推移
インターネット金融事業

21.0
22.3

78（億円）

売上

営業利益

25.7

67

21.9

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3
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FX事業｜KPI（取引高・マーケットシェア）推移
インターネット金融事業

取引高（兆円）

シェア

GMOフィナンシャルHD2017年12月期決算説明会資料データ及び金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」より当社作成
※1 GMOクリック証券、FXプライムbyGMOの取引高合算数値
※2 グループ・シェアは、金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」を市場全体として対象3ヶ月間の売上高の合算にて算出

対前年

39.4％減

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3

22.7％

24.1％
26.6％23.5％

208

344

242
257

年間取引高

6年連続

世界No.1
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口座数・取引高
急拡大

仮想通貨交換事業｜KPI（口座数・取引高）推移
インターネット金融事業

＜取扱通貨＞

2017年

サービス
開始

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

取引高
仮想通貨口座数

交換業者
登録

ビットコイン

ビットコインキャッシュ

イーサリアム

ライトコイン

リップル
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仮想通貨交換事業｜安全性
インターネット金融事業

顧客資産の
保 全

・大半をコールドウオレットで管理
・法令に則り、顧客資産は全て当社

資産と分別管理

セキュリティ
対策

・原則 マルチシグ対応
（マルチシグ機能のない通貨を除く）

※マルチシグ：マルチシグネチャといい、仮想通貨にアクセスするための秘密鍵を複数分散管理し、
セキュリティを担保する方法
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金融・決済領域｜アライアンス状況
インターネット金融事業

各領域で資本業務提携

2018年7月 開業予定

JV設立

株式取得：約97億円（9.37%)

出資：約38.6億円（3.36％）

決済

証券FX

ネット銀行

株式取得約11.6億円（14.９%)

（85.1%)2016年2月営業開始
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通期業績推移
インターネット広告・メディア事業

9.712.9
16.3

440
405

441

ネット
メディア

ネット
広告

リサーチ
その他

315
353

12.0

19.6

126

282

31

267

144

29

売上：対前年 0.2％減

レギュレーション変更、既存商材の
落ち込みによりメディアが弱含み

アドテク商材伸長も、利幅の大きい
メディア商材の落ち込み補いきれず

営業利益：同 24.5％減
（億円） （億円）

2013 2015 20172014 2016 2013 2015 20172014 2016

2.3

※灰色は決算修正
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四半期業績推移
インターネット広告・メディア事業

2.8
2.3

（億円）

売上

営業利益 1.5
2.0

107
111

103

※灰色は決算修正

107
対前年

3.5％減収

14.4％増益

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3
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111

■ インターネットメディア

■ インターネット広告

■ インターネットリサーチ・その他

インターネット広告・メディア事業

30

69

8

セグメント別四半期売上推移

（億円）

62

34

6

69

34

7

アドテク商材伸長も
事業再編の影響が響く

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3

103

107
107

68

31

7
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通期決算サマリ（対前年）

モバイル

エンターテイメント

売 上

営業利益

8.9 億

▲4.3 億

（▲58.2％）

（前年は▲4.9億）

12/1に組織再編によりグループ会社3社をGMO本体と
統合 コストの最適化、開発へ集中できる体制へ

インキュベーション

売 上

営業利益

13.1 億

6.6 億

（前年は4.4億）

（前年は▲0.2億）

上場・未上場株式の売却益を計上

モバイルエンターテイメント事業・その他の事業
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海外展開｜海外拠点
海外戦略

世界20カ国 58拠点 1,272人 インフラ

金融

※2017年12月末時点

事業開始
（2017/11/20）

Thai
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海外展開｜海外売上推移
海外戦略

対前年

156.3％増

売上

37.1

14.4

海外売上
比率

（億円）

8.9％

22.4

5.9％

12.6

4.1％

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q4Q1 Q2 Q3

4.０％
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仮想通貨事業
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時価総額（BTC)ウォレットユーザー数

2,285万

マーケット環境(1)
仮想通貨事業

1,099万

161億$

17.1 18.2

出所：blockchain.info

1,152億$

（約12.6兆円）

3,230億$

17.1 18.2
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マイナーの総収入（BTC)
（日次）

マーケット環境(2)

196万$

2,463
PH/s

ハッシュレート（BTC)
（PH/s）※

23,938
PH/s

1,645万$

（約18.1億円）

※マイニングマシンの採掘速度(処理能力)を測定する単位
1PH/sは1秒あたり1万兆（１京）回の計算力

仮想通貨事業

17.1 18.217.1 18.2

5,319万$

出所：blockchain.info
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仮想通貨マイニング事業｜振り返り

インターネット

「情報」の境界線をなくす
発表日 2017/9/7 2017/11/6 2018/2/9

予定期日 2018年上期 2018年下期

目標値 500PH/s 1,500PH/s

投資額 総額100億円 総額380億円

仮想通貨事業

2018年末

3,000PH/s

マイニング事業
参入のお知らせ

第3四半期決算
進捗報告

※目標値の達成に必要なキャッシュフローベースの数値

※

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング

総額380億円

総額に変更なし

通期決算
進捗報告
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12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

自社マイニング｜ハッシュレートの実績と見通し
仮想通貨事業

3,000
PH/s

実績

今後の見通し

74
PH/s

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング

自社マイニング

クラウドマイニング
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自社マイニング｜ハッシュレート実績と見通し
仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング

マイニング報酬の時価換算額
（参考値）

12月 2月
(見通し）

(億円）

2.3

1月

2017年

順調な立ち上がり

2018年

※12月は12/20の事業開始より11日間

1.10.9
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自社マイニング｜次世代マイニングセンター
仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング
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自社マイニング｜次世代マイニングセンター
仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング
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半導体チップの開発状況

12nmFFC の半導体チップの開発に成功

仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング

※1

※1：FFCとは、Fin FET Compactの略で、3次元構造の電界効果型トランジスタの一種
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半導体チップの開発状況

12nmFFC の半導体チップの開発に成功

✓7nmの開発に先立って、「SHA256」マイニング

の論理回路の検証が完了

✓マイニングのASIC としては世界最先端の12nm

でマイニング半導体開発に成功

※2

仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング

※1：SHA256とは、ビットコインやビットコインキャッシュで使われている暗号化のアルゴリズム
※2：ASICとは、特定の用途向けに複数機能の回路を1つにまとめた集積回路の総称

※1
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仮想通貨マイニング事業｜開発スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月12月 1月 2月 3月 4月 5月

2018年

Phase 1 
既製品を活用した
マイニング開始

11月 12月

Phase ２
共同開発チップでの
マイニング開始

Phase ３
7nmの次世代チップ
稼動開始

仮想通貨事業
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クラウドマイニング｜概要
仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング

2018/3 申込み受付開始

2018/8 提供開始
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クラウドマイニング｜概要

当社が提供予定の7nmの次世代型チップを搭載

したマイニング設備の一部を貸し出し、当社で

設備の管理を行います。ご利用いただいている

設備でマイニングに成功した場合、マイニング

報酬が得られます。

（別途、管理手数料がかかります）

仮想通貨事業

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング
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クラウドマイニング｜概要
仮想通貨事業

時 期 申込受付：2018年3月
提供開始：2018年8月

設備レンタル料 1契約 500万ドル（2年間のレンタル料の一括前払い方式）

管 理 手 数 料 未定（電気代、土地代、設備メンテナンスその他諸費用含む）

契 約 期 間 2年間（途中解約不可）

対 象 通 貨 SHA256対応通貨（ビットコイン・ビットコインキャッシュ）

申込みについて
ひと月あたり、計8契約まで新規申し込み受付予定

URL：https://cloudmining.z.com/ 2018/3/1より

◎自社マイニング ◎チップ開発・販売 ◎クラウドマイニング
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仮想通貨事業｜まとめ

仮想通貨領域で世界No.1を目指す

仮想通貨マイニング事業

仮想通貨交換事業

仮想通貨決済

仮想
通貨

仮想通貨事業

ｍining

payment

exchange
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2018年度の見通し
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セグメントの変更について
2018年度の見通し

インターネットインフラ事業

現状

インターネット広告・メディア事業

インターネット金融事業

モバイルエンターテイメント事業

インキュベーション事業

その他

インターネットインフラ事業

変更後

インターネット広告・メディア事業

インターネット金融事業

仮想通貨事業

インキュベーション事業

その他

┣

┗

New

仮想通貨マイニング事業

仮想通貨交換事業
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現時点で仮想通貨事業、インターネット金融事業
の業績予想を合理的に算出することは困難

「仮想通貨マイニング事業」については、
月次での事業KPIの開示を検討しております

業績予想について
2018年度の見通し

2018年度12月期連結業績予想は非開示
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株主還元｜方針
2018年度の見通し

配当性向

自己株式の取得

33%以上

17%

総還元性向

50%

四半期配当

年度末の最終利益を原資として

翌年度に実施
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株主還元｜実績・見通し
2018年度の見通し

2014 2015 2016 20182017

17
2321

38（円）

2017年実績

株式数 ： 90万株

取得額 ： 11.8億円

配当金 自己株式の取得

2018年予定

株式数 ： 100万株

取得額 ： 13.6億円規模

記念配＋増配＝19円
クリックHD株式売却の
特別利益により増配

未定

通期業績予想の非開示化に伴い、配当予想
も非開示

「配当性向33%以上」の還元方針に則り、
四半期配当を予定
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仮想通貨領域で
世界No.1を目指す

2018年度の見通し
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